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 グアニン四重鎖（G4）構造形成配列は多くのプロモーター配列に存在することが報告されており、

転写に対する重要な構造として考えられている 1)。プロモーター中に G4構造を有するガン遺伝子であ

る bcl-2 は、G4結合性転写因子である Nucleolinによって転写が活性化される一方で、同様にプロモー

ター中に G4構造を有する c—myc においては、Nucleolinによって転写が抑制されることが報告されて

いる 2,3)。このように異なるプロモーター中の G4 によって転写の制御機構が異なっているが、G4と G4

結合性タンパク質による転写に関わる詳細な制御機構はほとんど明らかになっていない。そこで我々

は、G4構造をプロモーターにもつ遺伝

子について、人工的に転写を抑制およ

び活性化を行うことができる G4 結合

性ポリペプチドの開発を行い、各遺伝

子におけるプロモーター中の G4 構造

の役割を明らかにすることを目的とし

た。この G4 結合性ポリペプチドとし

て、当研究室で既に G4DNAに特異的に

作用することが報告した TLS/FUS の

RGG 領域を基にした新規 G4DNA 結合

性ポリペプチドを（RGGF）を用いるこ

ととした 4)。さらに、この RGGF に単純

ヘルペスウイルスの転写活性化因子であ

る VP16 の転写活性化領域を RGGF に融

合させた VP16-RGGF を作成した 5)。 

 RGGF をヒト細胞に高発現させたと

き、プロモーター中に G4 構造を有する

bcl-2と c-myb及び c-mycの遺伝子におい

て、転写が抑制された(Fig. 1,2)。さらに、

VP16-RGGF をヒト細胞に高発現させた

とき、bcl-2と c-mybの転写は活性化され

たが、c-myc の転写は抑制された (Fig. 

1,2)。これらの結果より、bcl-2と c-myb及

び c-mycのプロモーター中の G4は、結合する G4結合性タンパク質によらず、各プロモーター中の G4

の転写制御における役割が異なっていることが示唆された。 
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